
（公社）大阪精神科診療所協会 学術研究会 （ご案内） 
 

謹啓 厳しい残暑が続いておりますが、先生方におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 
合理的配慮の義務化や障がい雇用の増加など、働く患者さんを取りまく環境は変わりつつありますが、実際の職場では見え

ない壁に阻まれて苦労している患者さんがまだまだ多いことは、先生方も日々ご実感されていることと存じます。この度、産業精
神保健委員会では、日常臨床に役立つ情報をお届けすべく学術講演会を企画しました。 
前半では大阪市立総合医療センター神経精神科医長の粥川 朋哉先生をお招きし、うつ病の治療についてエビデンスに加

えご自身の経験を踏まえた考察をして頂きます。また後半では奈良県立医科大学精神医学講座教授の岡田 俊先生をお招
きし、注意欠陥多動性障害の診断、治療について最新の知見や具体的な臨床上の問題についてお話し頂きます。会場と
Web配信のハイブリッド形式にて開催させていただく予定でございますので、ご多忙とは存じますが、ご参加ご視聴賜りますよう
ご案内申し上げます。                                                         謹白 

公益社団法人 大阪精神科診療所協会 会長     稲田 泰之 
担当副会長     李 利彦 
担当理事      安田 究 

■日 時︓令和 6年 11月 16日（土）17:00 ～ 18:30 
■現地会場︓武田薬品工業（株）武田御堂筋ビル 11階会議室 
住所:大阪市中央区道修町 4-1-1 武田御堂筋ビル ※Covid-19 の状況等により、Web配信のみにさせて頂く場合がございます。 

■Web配信 Zoom Webinar上記会場より配信 
  ※参加登録された方に、視聴用 URL をメールにて送付させていただきます。  ※入室可能時刻は、16:30～を予定しております。 
※ご連絡いただく「個人情報」は、本会運営の目的のみに使用させていただきます。 ※本講演会はプロモーション活動の一環として実施しています。 

【 開会の辞 】       大阪精神科診療所協会理事 / やすだメンタルクリニック 院長 安田 究 先生 
【 学術講演 1 】 17:00 ～ 17:30 

    座長 大阪精神科診療所協会理事 / やすだメンタルクリニック 院長 安田 究 先生 
『 うつ病治療におけるボルチオキセチンの可能性 』 

                  演者  大阪市立総合医療センター 精神神経科 医長 粥川 朋哉 先生 
【 学術講演 2 】 17:30 ～ 18:30 

 『ADHDの診断と治療―病態や併存の多様性やグレーゾーンの課題を踏まえて』 
演者 奈良県立医科大学 精神医学講座 教授  岡田 俊 先生 

※会終了後情報交換の場を設けさせていただいております。 
■会費︓・大精診(大阪精神科診療所協会) 会員/会員診療所従事者 …無料 

・日精診(日本精神神経科診療所協会) 会員医師 …無料 
・大精協（大阪精神科病院協会）所属従事者・・・無料 
・前期研修医(2年) …500円  ・その他（上記以外）…1,000円 

《 参加申込時に、クレジットカード決済・コンビニ決済・銀行振込 のいずれかにてお支払いをお願い致します。 》 

※精神科専門医制度による研修単位（C群 1単位）申請いたします。 
※大阪府医師会生涯研修システム登録研修会単位申請いたします。（1.5単位/CC:70気分の障害（うつ）72成長・発達の障害） 

＊＊ 参加ご希望者は、 11 月 11 日(月)  までに下記二次元コード（又は URL）からお申込ください ＊＊ 

 

 

共催︓（公社）大阪精神科診療所協会 / 武田薬品工業株式会社 / ルンドベック・ジャパン株式会社 
後援︓（一社）大阪精神科病院協会 

 お申込はこちらから ⇒ 
  

https://daiseishin.org/mice241116 

https://daiseishin.org/mice241116


■現地会場︓武田薬品工業（株）武田御堂筋ビル 11階会議室 

 
 

 
 


